






















































































































































































































































































































































































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サAn．aina Mtiller　wollte zum Maskenball． Die　Eltern waren， wle　lmmer，
　dagegen．　MAN，　S．121
　以上述べたことによって，前域がさまざまな種類の「所与」によって占めら
れること，従ってそこに主題をおくことの可能性が明らかになった。しかしな
がら主題域のうち先行する概念との，，der　AnschluB‘‘の機能を果す成分にっ
いては，かならずしも前域を占めるとは限らない点に注意を払わねばならな
い。言いかえれば主題域ないしは主題提示成分は文域に位置することも稀では
ないのである。．
　　Die　Gefahr　ist　hellblond，　hat　goldene　Fingernagel　und　wiegt　neun－
　undvierzig　Kilo；Knittel　hat　sie　beim　Haarschneiden　kennengelernt，　wo
　sie　als．．．　GAsMANN，　S．59
　　Seine　Junglingsanzuge　von　der’Stange　waren　ihm　auf　einmal　nicht
　mehr　gut　genug．　Er　lieB　neue　Anztige　in　Babenberg　machen，　FEuER．
　zANGENBowLE，　S．109
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前域の機能について（早川）
　　An　diese　M6glichkeit　habe　ich　natUrlich　schon　von　Anfang　an　gedacht，
　ich　wollte　gerade伽αげzu　sprechen　kommen．　ENGEL，　S．123
　上の第1の文例においては，個有名詞Knittelが「所与」として前域を占め
ている。そして，，der　AnschluB“（das　vorher　Gegebene）としてsieが文域
に現われている。ここではsieが主題域を代表しているのである。従って主題
域と前域，「所与」と，，der　AnschluB‘‘とはすでに述べたBoostの説とは異
り，かならずしも等しいものではないことがわかる。
　そのさらに明白な例は第3の文例におけるdaraufである。これは明らかに
先行する文との，，der　AnschluB“の役割しか果しえない。もしBoostの説に
従うとすれば，当然前域に位置すべきものが文域におかれている。このことは
主題提示成分が文域に位置することもある点を示しているのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
2・3・3・つぎに前域の解題域機能について考察したい。主題域に対して解
題域は文の伝達機能の上からしてより高い伝達価値をもつ，と考えなければな
らない。事実，すでに見たとおり，主題域はきわめて低い伝達価値しか有して
いなかった。
　ところでつぎの文例の前域を観察してみよう。
　　Ein　Dichter　hat　es　besser．　Er　darf　phantasieren，　er　soll　phantasieren
　und　wird　dafUr　sogar　bezahlt．　VERGAss，　S．99
　　Geld　hat　man，　aber　man　spricht　nicht　darUber．　Sprechen　wir　also
　vom　Geld．　MAN，　S．71
　　Hlllm・r　i・t・w・nn　m・・d・・…hl・・ht・＞D・nn・・hくh・iBt・M・nt・g．
　VERGAss，　S．101
　これら前域におかれた成分は文体的に見てとくに強い力点がおかれており，
理解の助けとなっている。Drachのいわゆる，，das　willensmaBige　Sinnwort“
であり，PfUtzeはこの現象を，，die　stilistische　Betonung　des　Vorfeldes‘‘と
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呼んでいる（PfUtze　I，　S・443）。
　この他Drachの，，das　gefUhlsmaBige　Sinnwort“が前域におかれる現象
は，PfUtzeによって，，emphatische　Stellung，　expressive　Betonung　des
Vorfeldes‘‘と呼ばれている（ebd．　S．443）。
　こうした現象はつぎのような理由から起こるものと考えられる。すなわち，
ある文成分が通常占めると思われる位置から離れて，ふつうおかれるケースの
少ない位置を占めていれば，当然なんらかの注意を喚起する。
　　An　die　ndichste　Tiir　klopft　Derendorf　vergebens．　Von　innen　dringt　Ge－
　tuschel．　Dann　6ffnet　sich　endlich　die　TUr，　aber　nur　um　einen　Spalt，
　und　heraus　quetscht　sich　ein　blondes　Gesch6pf　im　Neglig6．．．　BEsEN，
　S．75
　　Meine　Uhr　habe　ich　zur　Reparatur　gegeben．　BEsEN，　S．43
　　Und　gut　au∬ehen　tut　er　Ubrigens　auch＿　ENGEL，　S，16
　前置詞句や目的語が上例のように前域におかれていれば，，，das　Sinnwort‘‘
としてもっとも高い伝達価値をもちながら当該の文を導き出しているのであ
る。なぜなら第1例，第2例ともに文域にはコンテクストからみて，，die　Ge－
gebenheit‘‘がおかれているので，筆者の意図した伝達のポイントはこれらの
語句にあるとしか考えることができないからである。
　ただし前域が解題域の機能を果すことはきわめて少なく，PfUtzeの調査
（PfUtze・2，　S．93）によっても，全体の12．6パーセソトが解題域によって，87・4
パーセソトが主題域によって占められているという。
2．4．SchulzおよびGriesbachは教授法の立場を強く打ち出し，前域の機
能に関する考え方をきわめて簡略化した形で示している：”Da　die　Mitteilung
von　der　Sprechsituation（oder　einer　Frage）ausgel6st　wird，　bezieht　sich
der　Inhalt　des　ersten　Satzes　auf　diese，　und　jeder　weitere　Satz　bezieht　sich
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auf　die　vorhergehenden　Inhalte．　Also　knUpft　jeder　Satz　an　Bekanntes　an
und　informiert　Satz　fUr　Satz　weiter．　Diese　AnknUpfung　zeigt　sich　auch
in　der　Satzf（）rm＿Diese　Form　wird　dadurch　hergestellt，　daB　ein　Satzglied
dem　ersten　Pradikatsteil　vorangestellt　wird．　Dieses　Satzglied　im　Vorfeld
hat　neben　seiner　Funktion　im　eigenen　Satz　eine　weitere，　zusatzliche，　dem
eigenen　Satz　Ubergeordnete　Funktion　erhalten，　namlich　dieoKontaktfun．ktion．
Das　Satzglied　im　Vorfeld　eines　Satzes　bezeichnet　man　deshalb　als　Kontakt－
glied．‘‘　（Schulz－Griesbach　2，　S．41£）
　すなわち，先行する文の内容を受けた接続成分（das　Kontaktglied）が前域
におかれて所属する文を引き出し，本来の機能（文成分としての機能）と並ん
で接続機能（die　Kontaktfunktion）を発揮する，とするものである。具体的
には（1）先行する文に示された「ことがら」（der　Sachverhalt）との接続，
（2）既述の出来事の時間的・空間的進展を表わす時および所に関するより新た
な状況記述，（3）既述の出来事と関連づけられるべき新たな人物あるいは事
柄，（4）一般的状況あるいは既述の内容に関する知識にもとずいて新たに生ず
るべき思惟内容，を示すのが接続成分の機能とされる。
　これらの機能はDrach，　Boost，　PfUtzeらのいずれも共通な考え方と見るこ
とができる。先行する内容の”der　Ertrag“を示す成分を，，der　Ansatz“とす
る，，der　AnschluB“の場としての機能を前域に与えているわけである。
　SchulzおよびGriesbachの考え方はかなりPfUtzeに近く，それは前域
のもうひとつの機能についての説明にも現われてくる。先行する文にもまた前
域が存在するわけであり，この前域の機能一PfUtzeが主題提示機能（die
Thema－Funktion）と呼んでいるもののひとつ一を彼らはつぎのように規定
する。（1）発話の状況あるいは疑問への接続，（2）聞き手を発話の発端部に引
き入れ，聞き手の注意を持続すべき緊張を生み出させる。こうした機能を発揮
するになかんずく適した文成分は，時あるいは所に関する一般的な状況記述，
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聞き手に関連のある特定の所に関する状況記述，聞き手の知識範囲に属する人
物あるいは事物，を表わすものとされる。
　これらの機能はPfUtzeの，，die　Gegebenheit‘‘という概念に該当するもの
である。
さらに，S。h。1・およびG・i・・b・・hは，既知の内容（1・h・1…di・・i・h・uf
－bereits　Bekanntes　beziehen）を収容する場として，接続域（der　Kontakt－
bereich）を考えるのであるが，この接続域は前域ならびに文域（の定動詞の
直後）の両老にわたりうるとする。この意味での接続域の概念は・Pfutzeの
主題域のそれとまったく一致するもので，教授上の見地から簡素化された規定
を受けているにすぎないのである。例えば，Schulzらは文域の接続域におか
れる成分として人称代名詞をあげる＊．というほどの具体的解説を試みている
一方，PfUtzeの前域におかれるesの機能にはまったく触れていない・などは
その例であろう（若干の説明は行なわれている）。
　＊　人称代名詞は既知の概念に関連して用いられるから接続域に位置する。た
　だし，いくつかの人称代名詞が並列される場合には，聞き手の混乱を避けるた
　め，既知の概念であっても，それが主語であれぽ名詞を繰返す（vgl・Schulz－
G，i。、b。。h　2，　S。53，55．）。なお文域内の接続域に対して，　Wilh・lm　S・hmidt・
　PfUtzeらは弱位置（die　Schwachststelle）という表現を用いているが・これ
　は主題域がそこに位置する，ないしは主題提示成分がそこに収容される，と
　いう意味であって，かならずしもSchulzらの接続域と完全に一致するわけ
　ではない。
3．以上，前域の機能に関するいくつかの記述を紹介し・同時にそのおのおの
がもつ弱点を指摘したが，全体を通じてなおひとつの問題点のあることを，明
らかにしておきたい。
　紹介した記述のいずれもが，前域におかれる成分をひとっの・・die　Ganzheit‘‘
　　　　　　　　　　　　　　　－84一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前域の機能について（早川）
としてとらえていることは，これまで観察したところから容易に見てとれるで
あろう。代表例としてWilhelm　Schmidtをあげておく：，，Oft　faBt　das　erste
Satzglied　den　Inhalt　des　vorausgegangenen　Satzes　zu　einer，Gegebenheit‘
zusammen，　es　nimmt　den　sogenannten　Satzertrag　au£＿vgl．．．．，Zu　diesem
Zωeck　haben　sich．．．‘‘‘　（Schmidt，　S．274）
　Schmidtは例えば接続成分としてzu　diesem　Zweckという，，die　Einheit‘‘
を想定しているのだが，果してそれが妥当であるかどうか疑わしい。
　　”Wem　geben　Sie　dieses　Buch？“＿＿”Dieses　Buch？Dieses　Buch　gebe
　ich　meinem　Sohn．‘‘
　　，，Was　fUr　ein　Buch　geben　Sie　Ihrem　Sohn？‘‘＿＿，，Ich　gebe　meinem
　Sohn　dieses　Buch．cc－，，Wie，　bitte　？“＿，，Dieses．Buch　gebe　ich　meinem
　Sohn．‘‘
　この2っの問答を比較してみよう。最終的にはDieses　Buch　gebe　ich
meinem　Sohn．という同形の文に到達するのであるが，前域におかれたdieses
Buchの機能は明瞭に異っている。
　第1の例においては，単なる”der　AnschluB“の機能を果し，先行する文
のdieses　Buchをそのまま1コの，，die　Einheit‘‘として繰返したにすぎな
いから，Schmidtらの説明に背反するところはない。
　しかし第2の例においてはdieses　Buchは2っの機能を発揮している。す
なわちWas　fUr　ein　Buch＿？に対応する，，der　AnschluB“としてのBuch
とそれに付加されたdiesesとである。しかも，この文においてはdiesesこそ
が，Drachらのいう，，das　Sinnwort‘‘なのである。なぜならこの文において
もっとも伝達価値の高い成分はこのdiesesに他ならないからである。こうし
た例はいくらもあげることができ，かつ文イソトネーションの問題とも無関係
ではないが，一応そこを無視して前域の機能をまとめてみたい。
　前域は既知の概念に接続して，それが属する文の導入部としての機能をもつ。
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とくに聞き手（読み手）の強い緊張を要求する文においては，・・das　Sinnwort‘‘
を収容して，Boostのいわゆる解題域としての機能をもつこともありうる。た
だし，解題域としての機能はつねにそこにおかれた成分の全体によって発揮さ
れるとは限らず，｝部の成分にのみそれが依存することもある。
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